



2 種の書物：紙と電子 ―背反する主張、絶対値は同じベクトル― 
             北 克一 
 
 背反する二つの書物群の紹介を書評のスタイルで取り上げる。 
 前半で紹介するのは、次の 2 冊である。 
ヒュー・マクガイア&ブライアン・オレアリ編『マニフェスト 本の未来』ボイジャー, 2013,2. 






 福嶋聡『紙の本は、滅びない』ポプラ社, 2014.1. 
  内沼晋太郎『本の逆襲』朝日出版社, 2013.12. 





























新刊紹介     北 克一 
ヒュー・マクガイア&ブライアン・オレアリ 編  
『マニフェスト  本の未来』ボイジャー , 
2013,2. 
x, 339p  21cm 定価 2,940円(印刷版・税込)、
1,050円(電子版・税込) 
ISBN:978-4-86239-117-9(印刷版) 
  URL: http://binb-store.com/(電子版) 
 
 本書は、Hugh McGuire&Brian O’Leary ed. 
“Book: A Futurist's Manifesto: A Collection of 



















5. DRM の透視対効果を考える 
6. デジタルワークフロー向けツール 
7. デジタル時代の書籍デザイン 
Part2  将来への展望―本が歩む次のステップ 
8. 本とWeb サイトがひとつになる理由 
9. Web 文学: ソーシャル Web 出版 
10. 言葉から本を作る 
11. eBookはなぜ書き込み可能になるか 


































 ここでも「紙の本＋eBook ＜ 紙の本＋eBook＋






























 ボイジャー Twitter: @voyagerDPD 










新刊紹介     北 克一 
オライリー・メディア編 
『ツール・オブ・チェンジ：本の未来をつ
くる 12の戦略』ボイジャ ,ー 2013,11. 
xiii, 199p  [21cm]  






が開催した TOC カンファレンス（Tools Of Change 





  ここには電子書籍を完結し、閉じられたコンテ 
ンツととらえる視点はない。新しいインタラクテ 
ィブなコミュニケーションの場の創造である。 
  (中略) 



































         アマゾンと eBookとプロモーション 
     中古 eBookの新しい命 
    書籍内課金 





         インタラクティビティ：まだ理屈に合わな
い過渡期にいる現状 
























































iOS6 と Andoroid と HTML5 
レスポンシブ・コンテンツ 
HTML5/EPUB3/ eBook VS ウェブア
プリ 














InDesign VS CSS 
数式の組版 
WYSIWYG VS WYSI 





















 ボイジャー Twitter:  @voyagerDPD 
 ボイジャー  Facebook: 










256p  18cm 定価 780円(税別) 
ISBN:978-4-591-13742-0 
 
































第 3章 書店は、今・・・・ 
    書店は、今・・・・迷い込め、本の樹 
海へ 
  「魅力ある書店の棚づくり」 
    「仕事」と「しごと」 
     右肩下がり 
     再販制の弾力運用とゆらぎ 
   RFIDタグの可能性 
     構造疲弊？危機感と業界再編 
   専門学校受付とグーグル 
     「せどり屋」と再販制の逆向きの崩壊 
     「古書」『IQ84』 
     「せどり屋」とアマゾン 
     倉庫と売り場 
     「情熱を捨てられずに始める小さな本屋。
それが全国に千店できたら・・・」 

























































































新刊紹介     北 克一 
内沼 晋太郎著 
『本の逆襲』(idea ink; 10)朝日出版社, 
2013.12. 
176p  18cm 定価 940円(税別) 
ISBN:978-4-255-00758-8 
 




























































5. 本の単位について考える  
6. 本とインターネットとの接続について考
える 



































































  インターネットを欲望する本、しない本 
「ソウシャルリーディング」の可能性 
   世界で出版するコストの激減 
   紙の本のプロダクト性が際立つ 
   本の売り方が多様になる 
   本を介したコミュニケーションの場 
   「本遊び」から広がる空間 
   「公共財」としての本 
  本が「売り物」ではないと想像してみる 
   と 
第4章 本の仕事はこれからが面白い 
「書店」が減っても「本屋」は増える 
コンセプトは「これからの街の本屋」 
イベントの企画は本の編集と似ている 
「毎日」にこだわると「磁場」ができる 
ビールも家具も売る理由 
これからの新刊書店は「掛け算型」 
「本屋はメディア」を本気でやる 
「本のある生活」のための道具を作る 
使ってみたい道具があるから、本を読む 
書店で売ることができる、本以外のものは
何か? 
本を作ることだけが出版の仕事ではない 
あなたも「本屋」に 
本には世界のすべてがある 
 
1) 一部の三省堂書店には、「カレーなる
本棚」という、日本全国のご当地カレ
ーが県別に並ぶ本棚があります。レト
ルトのカレーの箱は、ちょうど本と同
じくらいの大きさで、側面にも商品名
が書いてあることが多く、棚に差して
もっ判別できます。(中略)本の定義を
「出版流通に乗っているもの」から
「本棚に差せるもの」へと拡張したみ
たところで、「カレーも本(のようなも
の)である」という地点に至った、とい
うふうに表現することが可能です。 
